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木造阿弥陀如来
坐像

　志摩御床の西林寺の収蔵庫に安置されている「阿弥陀如
来坐像」。高さは約108cm、ヒノキを組み合わせた寄木造で、
表面には金箔が施された、平安時代後期（12世紀ごろ）の仏
像です（国指定重要文化財）。
　お顔はすっきりとした面長で落ち着いた表情を見せ、右肩を
あらわにし、左肩を袈裟で覆う「偏袒右肩」の着衣や、細かく刻
まれた衣のひだが当時の特徴をよく表しています。両手は極楽
へ導く「来迎印」を結び、平安時代に確立した「定朝様」と呼ば
れる洗練された作風がよく表れた、完成度の高い像です。
　御床地区は、古くから大宰府・観世音寺の重要な寺領でした。
こうした名刹との結び付きが、本像のような貴重な仏像がこの
地域に伝えられた背景にあると考えられます。

木造阿弥陀如来坐像
（志摩御床・西林寺）

糸島市文化課　☎（332）2093
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糸 島 市 立 図 書 館

としょかん通信
図書館特別整理期間（蔵書点検）による
休館のお知らせ
　図書館では、年に1回、蔵書点検（本の在庫チェック）のため休館し
ています。利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

●問い合わせ
糸島市図書館　　　　 ☎（321）1432　       糸島市図書館　　　　 ☎（332）2118　 糸島市図書館 　　　　☎（332）2119本館 二丈館 志摩館FAX（321）1632

ホームページ
10月から
リニューアル

　糸島市立図書館には、中高生の読書推進のために活
動している「YA本研究会」があります。メンバーは糸島
市内に在住または通学している現役中学生と高校生。
同年代の人たちに読んでもらいたい本のリスト作成や、
秋の読書週間でのイベント開催などを担ってくれてい
ます。年齢や学校は違うけれど、「本が好き」という共通
項で結ばれた、図書館になくてはならない存在です。

●期間中の返却は、返却ポストをご利用ください。視聴覚資料の返
却は、開館後、二丈館のカウンターにお持ちください。

●期間中は、電話による予約、貸し出しの延長、調べものなどはお受
けできません。開館している図書館にご相談ください。

【      本　館      】 2月  5日（木）～11日（水・祝）
【二丈館・志摩館】 2月19日（木）～25日（水）
※2月7日（土）の本館のおはなし会は中止です。
※二丈館のおはなし会は2月14日（土）に開催します。
※2月25日（水）は、館内整理日のため全館休館です。

糸島市立図書館で活躍する中高生たち

◀YA本研究会の
　様子

YA本研究会の　
メンバー▶

　私は、平和学習を通して「平和とは何か」について
考えました。
　私が修学旅行に行って心に残ったものは二つあります。
一つ目は、原爆資料館の展示写真です。原爆の影響で
家が燃え、ひどい

   や け ど

火傷を負った人やなくなった人の写真
を見ました。二つ目は、平和の泉です。原爆の被害に
あった少女が、

のど

喉が
かわ

渇いていたあまりに、油のようなも
のが浮いたままの水を飲んだとありました。この2つのも
のから、原爆は恐ろしいものだということがわかりました。
　そして、修学旅行から帰ってきて「平和とは何か」に
ついて考えるシンポジウムがありました。そのシンポジウ
ムでは、「平和とは何か？」「今の日本は平和か？」「南
風校区をより平和にするためにはどうしたらいいのか？」
を話し合いました。私は、先生の「つながり」という言

葉やゲストティーチャーの「校区のことを平和と思ってい
ない人もいるかもしれない」と言っていたことが印象に
残りました。校区はごみの問題や事件・事故があまりなく、
南風に住んでいる人や小学生同士の

 あい  さつ

挨拶が多いので、
私は校区のことを平和だと思っていたからです。だけど、
そう思っていない人もいるかもしれないというゲスト
ティーチャーの言葉から、みんなが校区を平和と思える
ように、自分がみんなのためにできることをしたり、地
域の人に挨拶をしたり、6年生が地域の人と一緒にする
ラジオ体操や、運動、ウォームハート（*）をやったりす
ることで、もっと地域の人とのつながりを強めていきたい
と思いました。
　私が考える平和とは「戦争や争いがなく安全安心なこ
と」です。今は昔と比べ戦争がないので、今の日本は
平和だと思います。この平和を継続していくためには、
一人ひとりがみんなのためにできることをやり続けること
が大切だと思います。そして、私は今生きていられるこ
とに感謝して生活していきたいです。

平和

小学生の人権作文
※原文のまま掲載

糸島市立南風小学校六年

前田 翔成

　「お母さんにとって人権ってなに」とたずねました。「自
分の意見や考えを大切にすること」と言いました。お父
さんにも聞いてみました。「自分らしく幸せにくらすこと」
「みんなのことも大切に思うこと」と答えてくれました。
　私は、「自分の意見や考え」を言うことは、少し苦手
です。友だちに話しかけられても、うまく言葉が出てこな
いことがあります。だから、みんなの前で声を出すことも
苦手です。だけど、自分の考えを大切にすることは、で
きている気がします。
　「自分らしく幸せにくらすこと」だったら二つあります。
私は、お菓子作りが好きで、完成したお菓子を見ると幸
せな気持ちになります。妹にあげて「おいしい」と言わ

れた時も、また作ろうとうれしくなります。それと、習って
いる新体操のことがあります。団体演技のために、みん
なと話し合いながら練習をして、先生にほめられると、
とてもうれしいです。
　「みんなのことも大切に思うこと」は、まずいっしょに
明るく過ごしてくれる家族のことが浮かびます。学校のこ
とで困った時には、いつも相談にのってくれます。そして、
新しいクラスになった時、不安だった私に手紙をくれた
友だちも大切な存在です。
　こうして考えると、私は私の人権をまわりに大切にさ
れてきたのだと気づかされます。
　ニュースで、戦争などで安心してくらせない国がある
ことを知りました。今、私の人権は、守られているもの
だけど、あたりまえのことじゃありませんでした。これか
らは、困っている人に自分から声をかけられる、相手の
人権を守る力を持った六年生になりたいと思います。

私にとっての「人権」

糸島市立東風小学校五年

松尾 柚花

（＊）南風小学校･校区の取り組みで、感謝の気持ちや温かい言葉を届け合う活動
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